
大津町とキングランが農業参入協定締結
農業参入協定
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くまもと地下水財団：冬期試験湛水事業

地下水を育む「冬水田んぼ」開始！

　昨年11月から、冬
ふゆ
水
みず
田んぼ（冬期湛

たん
水
すい
田）が大津町真木

地区で始まりました。冬水田んぼは、稲刈りが終わった田
んぼに水を張ることにより、地力の向上や雑草の抑制など、
環境保全型農業の促進と地下水のかん養を図る取り組み
です。田んぼから浸透した水が、大津町を含む熊本地域の
地下水となり、私たちの生活を支えてくれています。

冬水田んぼは、真木冬期湛水事業協議会の協力で実施しており、11
月～２月までの４カ月間実施される予定です

　昨年11月25日、県庁で県の立会いのもと大津町・山都
町、キングランの間で環境保全や地域振興に努めること
を盛り込んだ｢農業参入協定｣を締結しました。キングラ
ンは病院のカーテン管理や外壁塗装などを扱う大手企業
で、社員の高齢化を問題視し、高齢になってもできる仕事
として農業に着目し、今回の農業参入を決めました。大
津町の農業後継者不足や担い手の高齢化、耕作放棄地な
どの問題が、今回の農業参入によって解決に向かってい
く一つの契機になることが期待されます。

創業50周年の節目に

　昨年12月15日、株式会社宇都宮建設から町に「衛星携帯
電話一式」が贈られました。これは同社の昭和39年の創
業から50周年を記念して贈られたものです。役場を訪れ
た宇

う
都
つの
宮
みや
義
よし
次
つぐ
社長は「町の防災・減災事業に役立ててほし

い」と家入町長に目録を手渡しました。また、同社協力会
誠友会からも大津町社会福祉協議会に寄付がありました。
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表彰された皆さん　これからもご活躍ください

多年にわたる功績に敬意を表して

ランドセル集めに協力した皆さんに感謝を

大津町自治功労者表彰

　昨年11月21日、灰塚区の西
にし
本
もと
皓
こう
一
いち
さんの家を、NPO法人「日本

ギニアコナクリ国際交流協会」の理事長のカマラ・モハメッドさん
と理事のオスマン・サンコンさんが訪れました。これは、同協会の
理事である西本さんが熊本西陵ロータリークラブの今
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旨に賛同し、使わなくなったランドセルをギニアの子どもたちに送
る事業に協力したことから実現したものです。ランドセル集めに協
力した人たちに、サンコンさんたちは感謝の言葉を述べていました。

　「平成26年度大津町自治功労者表彰式」が昨年12月５
日、大津町定例議会の冒頭で行われました。表彰式では、
家入町長より被表彰者の皆さんに表彰状が贈られた後、
被表彰者を代表して池
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さんが「引き続き、町発展の

ために精一杯取り組む所存です」と謝辞を述べられまし
た。被表彰者は次のとおりです。

サンコンさんは「日本中をめぐってきたが、大津が一番美しい。地
域や家族のつながりが一番強いと感じる」と話していました

宇都宮建設、宇都宮建設協力会誠友会から寄附
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□社会に対する善良な行為により
　町民から感謝と信頼を受けた人
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※消防関係の被表彰者は、「消防出初め式」で表彰
　を行います。

サンコンさんが大津町を来訪 寒さも吹き飛ぶ朝市開催！

　昨年11月16日、生涯学習センター駐車場で朝市が開催されまし
た（肥後おおづ観光協会主催）。会場には新鮮な野菜や海産物が並
び、たくさんの来場客が買い物袋を両手いっぱいに提げて帰る姿
が見られました。当日はとても寒い朝でしたが、ほくほくの焼き
芋やホットドッグ、里芋の振る舞いなどで温まったり、みかんの詰
め放題などで盛り上がったり、寒さも吹き飛ぶ朝市になりました。

次回は２月15日（日）に開催予定です。たくさんの来場をお待ちし
ています

Honda二輪車世界生産累計３億台達成

　昨年11月25日、本田技研工業㈱熊本製作所で二輪
車の世界生産累計３億台を達成した記念式典が行われ、
伊
い
東
とう
孝
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のぶ
社長や熊本製作所の従業員、メディア関係者

などが出席しました。伊東社長は熊本製作所について、
「世界の二輪の聖地となるよう育てていきたい」と話し
ました。

記念すべき世界生産累計３億台目の車両は、熊本製作所で生産した、
モデル誕生40周年記念特別仕様のゴールドウイングSEでした

肥後おおづ朝市

夢の力で３億台
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